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沖縄島における更新世琉球石灰岩の熱ミネッセンス年代測定Ⅱ

Thermoluminescence Dating of Pleistocene Ryukyu Limestone in Okinawa Island II
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カルサイトの熱ルミネッセンス(TL)年代測定は、アラゴナイトが見つからない沖縄島の更新世琉球石灰岩の年

代測定に対して有用であると思われる。更新世琉球石灰岩中のサンゴ化石の熱ルミネッセンス特性を調べ、

supralinear な成長曲線を示すグループと、飽和曲線を示すグループがあった。年代測定には貝化石と同じように

supralinear な成長曲線を示す試料が適当であると考えられる。今回はより精密な年間線量測定のため、NaI シン

チレーション検出器による環境ガンマ線測定をも行った。

更新世琉球石灰岩は琉球列島に広く分布している。各島の地史を考察する上で琉球石灰岩の年代測定は極めて

重要である。これまでいくつかの島において，琉球石灰岩中のサンゴ化石に含まれる未変質のアラゴナイトを対象

にしたウラン系列及び ESR 年代測定が行われてきた。しかし沖縄島を含む多くの島々では琉球石灰岩中のサンゴ化

石はカルサイト化しているため年代測定はなされていない。一方，本土の非石灰岩の地層中に含まれるイタヤガイ、

ホタテガイ、カキなどカルサイトの貝化石については熱ルミネッセンス(TL)年代測定が試みられてきている。 本

研究は，沖縄島における琉球石灰岩中のサンゴ化石のカルサイトを対象に TL 年代測定法を適用した研究の第２報

である。

今回は、前回の沖縄島残波岬、美原、読谷、宇堅、喜屋武、港川に引き続き、津堅１，２、久高１，２、読谷

１，２における琉球石灰岩中のサンゴ化石に含まれるカルサイトについて TL 年代測定を試みた。 久高１、２、読

谷２の試料については，前回の喜屋武、港川と同様、TL の成長が飽和曲線を描き、低い古線量を与える結果となっ

た。この飽和曲線は 210℃の強いピークが、線量測定に用いた 260℃のグローに影響を与えているからと考えられ

る。年代測定は、カルサイトの貝化石と同様の supralinear な成長曲線を示す試料で行わなければならないと考え

られる。

また年間線量は、前回はサンゴ化石自身に含まれる U，Th 及び K2O のみから年間線量を推定した。しかしガン

マ線に関しては，サンゴ化石のみだけでなく、広い範囲からの影響を考えなければいけないと考えられ、今回NaI

シンチレーション検出器による環境ガンマ線測定をも行ったので、これに関しても報告する。


